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1.  平成25年3月期第1四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年6月30日） 

（注）当社は、平成24年４月１日付で普通株式１株につき200株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１
株当たり四半期純利益を算定しております。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第1四半期 7,259 12.3 336 162.7 167 8.5 24 △80.3

24年3月期第1四半期 6,462 4.1 128 4.5 154 ― 124 ―

（注）包括利益 25年3月期第1四半期 △281百万円 （―％） 24年3月期第1四半期 89百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第1四半期 1.83 ―

24年3月期第1四半期 9.30 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第1四半期 25,948 5,823 22.3
24年3月期 25,707 6,151 23.8

（参考） 自己資本  25年3月期第1四半期  5,788百万円 24年3月期  6,116百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  

当社は、平成24年４月１日付で普通株式１株につき200株の株式分割を行っております。 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 700.00 ― 700.00 1,400.00

25年3月期 ―

25年3月期（予想） 3.50 ― 3.50 7.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日） 
 

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 15,044 13.8 382 16.4 208 △49.1 103 △66.5 7.72
通期 29,877 11.2 635 51.5 504 83.6 325 51.5 24.36



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の５に該当するものであります。詳細は、添付資料P.4 「２．サマリー情報（注
記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

（注）当社は、平成24年４月１日付で普通株式１株につき200株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し
て発行済株式数（普通株式）を算定しております。 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．当社は、平成24年４月１日付で普通株式１株につき200株の株式分割を行っております。 
２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.3 「１．当四半期決算に関する定性的情報（２）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧く
ださい。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  有

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期1Q 13,920,000 株 24年3月期 13,920,000 株

② 期末自己株式数 25年3月期1Q 576,800 株 24年3月期 576,800 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期1Q 13,343,200 株 24年3月期1Q 13,343,200 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結累計期間における世界経済は、欧州の債務危機問題が再燃し、緊縮財政や雇用・所得環境の悪

化等により、緩やかな景気回復基調にあった米国や、順調に推移していた中国などの新興国においても景気減速リ

スクが高まりました。また、日本経済は震災復興など内需関連産業等において持ち直しの動きが見られるものの、

輸出において欧州向けは減少基調、中国向けは横ばい傾向が続いており、円高・株安の進行、電力供給の制約等の

懸念材料と合わせて、依然として先行き不透明な状況が継続しております。 

 このような状況の中、当社グループは“コスト・小回り・コンパクト”をスローガンに掲げ、採算性、迅速性、

効率性を重視する行動規範の下に、激しく変化する市場環境に追従できる体質強化を目指すとともにお客様のオン

デマンド・ビジネスをサポートするための施策を積極的に展開いたしました。 

 具体的施策としまして、SG（サイングラフィックス）市場向けでは、主力のエントリーモデルから中高速・高画

質の上位機種までのラインナップに、新製品のJV400シリーズとSWJ-320を加えた拡販に努め、IP（インダストリア

ルプロダクト）市場向けでは、新製品のUJF-3042HGの本格販売を開始し、また、TA（テキスタイル・アパレル）市

場向けでは、既存製品のTSシリーズに加え、新製品のTS500の販売を開始いたしました。 

 その結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は 百万円（前年同期比12.3％増）、営業利益は

百万円（同162.7％増）となりました。また、インドの販売子会社に対する持分法による投資損失及び為替差

損の計上等により、経常利益は 百万円（同8.5％増）となり、税効果会計適用後の法人税等負担率の増加等に

より、四半期純利益は 百万円（同80.3％減）となりました。 

 セグメントの業績は次のとおりであります。 

（日本） 

 日本におきましては、10ヶ所の営業拠点による日本国内販売とアジア・パシフィック地域（一部を除く）向けの

販売を展開しております。日本国内向けの売上は、SG、IP、TAの各市場向けとも堅調に推移し、特にIP市場向けで

は、前年度に発売した新製品UJF-3042FX/HGをミニ展等の展示会で積極的な販促活動を行った結果、順調な売れ行

きとなりました。また、アジア・パシフィック地域向けでは、前年度においてSG市場向けの一部主力エントリーモ

デルのインクジェットプリンタの量産を、日本から中国の製造子会社に製造移管するとともに、中国、台湾市場向

けの販売を現地の各販売子会社に営業移管したことに加え、前年度に設立したインドネシアの販売子会社に当年度

より同国市場向けの販売を日本から営業移管したことにより、セグメント区分が日本からアジアに変更となったた

め、アジア・パシフィック地域向けの売上は、主力エントリーモデルを中心にSG市場向けが減少しましたが、IP、

TA市場向けは堅調に推移いたしました。その結果、外部顧客に対する売上高は29億59百万円（前年同期比12.3％

増）、営業利益は2億85百万円（同101.9％増）となりました。 

（北米） 

 北米におきましては、販売子会社MIMAKI USA,INC.のアトランタ本社及びコールセンターと３つの支店におい

て、日本地域同様の販売・サービス体制の整備・強化を図るべく展開しております。主力市場のアメリカ国内にお

いては、景気回復傾向を受けて、SG、IP、TAの各市場向けとも堅調に推移し、特にSG市場向けは、エントリーモデ

ル及び中高速・高画質の上位機種ともに順調な売れ行きとなりました。その結果、外部顧客に対する売上高は9億

30百万円（同16.6％増）、営業利益は37百万円（同303.1％増）となりました。 

（欧州） 

 欧州におきましては、地域各国への販売を行う子会社MIMAKI EUROPE B.V.とドイツにおける販売子会社Mimaki-

nbn GmbHによって展開しております。SG市場向けは、エントリーモデル及び中高速・高画質の上位機種とも販売台

数を伸ばし、IP市場向けは、新製品のUJF-3042HGが貢献し、またTA市場向けは、新製品TS500を含むTSシリーズが

販売台数を伸ばしました。しかしながら、欧州での債務危機問題が再燃し、円高ユーロ安が一層進んだため、売上

高は為替影響を大きく受け減少いたしました。その結果、外部顧客に対する売上高は23億3百万円（同7.3％減）、

営業利益は30百万円（同1,349.8％増）となりました。 

（アジア） 

 アジアにおきましては、中国の製造子会社の御牧噴墨打印科技（浙江）有限公司（以下、浙江御牧）と販売子会

社の上海御牧貿易有限公司（以下、上海御牧）、台湾で部品調達、インク組立及び製品販売・プリントサービスを

行う台湾御牧股份有限公司（以下、台湾御牧）、インドネシアの販売子会社PT. MIMAKI INDONESIA等の子会社によ

って展開しております。前年度におけるSG市場向け一部主力製品の浙江御牧への製造移管と、中国、台湾市場向け

販売の上海御牧、台湾御牧への営業移管に加え、当年度よりインドネシア市場向けの販売をPT. MIMAKI INDONESIA

に営業移管したことにより、日本からアジアへとセグメントが変更となったため、主力エントリーモデルを中心に

SG市場向けが増加し、さらに、IP市場向けも新製品UJF-3042FX/HGが順調に伸び、TA市場向けも堅調に推移いたし

ました。その結果、外部顧客に対する売上高は7億33百万円（同152.7％増）、営業利益は1億5百万円（同

1,669.5％増）となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

72億59

3億36

1億67
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（中南米） 

 中南米におきましては、ブラジルの販売子会社MIMAKI BRASIL COMERCIO E IMPORTACAO LTDAにおいて、ブラジル

市場での販売体制の整備と販路の開拓を進め、SG市場向けの主力エントリーモデルを中心に当社グループ製品の訴

求に注力する等、積極的な販売促進活動を展開いたしました。その結果、外部顧客に対する売上高は3億32百万円

（同30.4％増）、営業利益は23百万円（前年同期は営業損失7億74百万円）となりました。 

 当第１四半期連結累計期間における機種群別の売上は次のとおりであります。  

 また、当第１四半期連結累計期間の品目別の売上は次のとおりであります。  

（SG市場向け） 

 環境に優しい新開発の水性ラテックスインク仕様の新製品JV400シリーズと、価格とプリント幅等のニーズを的

確に捉えた新興国向け仕様の新製品SWJ-320の販売の立ち上げと、既存製品の主力エントリーモデル及び中高速・

高画質の上位機種の、市場価格に対応した価格設定や新興国地域での積極的な販売推進活動による販路拡大により

販売台数を伸ばし、製品本体、インク等消耗品のいずれも堅調に推移いたしました。その結果、売上高は44億87百

万円（前年同期比5.5％増）となりました。 

（IP市場向け） 

 環境対応に優れたUV硬化インクの特性を活かせるIP市場向け製品の中で、主力機種となったUJF-3042の機能をさ

らに進化させ、多様なプリントニーズへの対応を実現させた新製品UJF-3042FX/HGを新たにラインナップに加え、

工業印刷分野での用途別多展開を図るため、様々なオンデマンドニーズに応える体制で拡販に努めました。これに

より、特に新製品UJF-3042FX/HGが、日本と新興国地域において順調に販売台数を伸ばし、インク等消耗品も含め

売上増加に大きく貢献いたしました。その結果、売上高は15億49百万円（同21.9％増）となりました。 

（TA市場向け） 

 最速150㎡/hの圧倒的な生産性と安定性・低ランニングコスト性能を兼ね備えた、昇華転写紙用高速インクジェ

ットプリンタの新製品TS500を発売し、生産性とランニングコストの両面での向上を訴求する製品ラインナップを

さらに充実させて、デジタル捺染ビジネスの新たな提案とともに拡販に努めました。特に既存製品であるTS34-

1800Aが、欧州と新興国地域においてソフトサインやスポーツアパレル用途向けで販売台数を伸ばし、インク等消

耗品も含め売上増加に大きく貢献いたしました。その結果、売上高は5億69百万円（同60.5％増）となりました。  

（２）連結業績予想に関する定性的情報 

 第２四半期連結累計期間の業績予想につきましては、最近の業績動向を踏まえ、平成24年５月11日に公表した予

想数値を修正しております。詳細につきましては、本日平成24年８月９日公表の「業績予想の修正に関するお知ら

せ」をご参照ください。なお、通期の連結業績予想につきましては、前回予想を据え置くものといたします。業績

予想の修正の必要が生じた場合は、速やかに開示いたします。 

  売上高（千円） 構成比率（％） 対前年同期増減率（％）

ＳＧ市場向け  4,487,690  61.8  5.5

ＩＰ市場向け  1,549,893  21.3  21.9

ＴＡ市場向け  569,978  7.9  60.5

そ の 他  651,831  9.0  11.8

合 計  7,259,393  100.0  12.3

  売上高（千円） 構成比率（％） 対前年同期増減率（％）

製 品 本 体  3,800,205  52.3  19.4

イ ン ク  2,399,633  33.1  5.7

そ の 他  1,059,554  14.6  5.1

合 計  7,259,393  100.0  12.3



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  該当事項はありません。   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  該当事項はありません。   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

（減価償却方法の変更） 

 当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以

降に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 これにより、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半

期純利益はそれぞれ 千円増加しております。 

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

1,525



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,980,908 4,844,536

受取手形及び売掛金 5,579,059 5,303,675

商品及び製品 5,527,214 5,646,385

仕掛品 460,457 609,747

原材料及び貯蔵品 1,518,309 1,814,911

繰延税金資産 335,987 285,719

その他 705,249 806,718

貸倒引当金 △130,508 △113,703

流動資産合計 18,976,677 19,197,990

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,829,604 2,829,860

土地 1,304,269 1,304,269

その他（純額） 1,428,870 1,383,962

有形固定資産合計 5,562,744 5,518,092

無形固定資産   

その他 285,252 290,754

無形固定資産合計 285,252 290,754

投資その他の資産   

繰延税金資産 265,631 271,142

その他 652,965 706,274

貸倒引当金 △35,931 △35,260

投資その他の資産合計 882,665 942,156

固定資産合計 6,730,663 6,751,002

資産合計 25,707,340 25,948,993

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,221,543 6,644,650

短期借入金 5,771,400 6,436,380

1年内返済予定の長期借入金 1,182,660 1,211,108

未払法人税等 164,679 104,654

賞与引当金 277,134 204,444

役員賞与引当金 － 3,143

製品保証引当金 102,490 96,564

その他 2,697,395 2,457,963

流動負債合計 16,417,303 17,158,909

固定負債   

長期借入金 2,317,724 2,192,501

退職給付引当金 344,800 355,833

資産除去債務 10,284 10,289

その他 465,462 407,650

固定負債合計 3,138,271 2,966,274

負債合計 19,555,575 20,125,184



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,015,168 2,015,168

資本剰余金 1,905,129 1,905,129

利益剰余金 3,258,042 3,235,757

自己株式 △192,906 △192,906

株主資本合計 6,985,433 6,963,148

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △6,452 △11,419

為替換算調整勘定 △862,134 △1,162,838

その他の包括利益累計額合計 △868,587 △1,174,258

新株予約権 34,918 34,918

純資産合計 6,151,765 5,823,809

負債純資産合計 25,707,340 25,948,993



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

売上高 6,462,397 7,259,393

売上原価 3,678,487 4,231,293

売上総利益 2,783,909 3,028,099

販売費及び一般管理費 2,655,630 2,691,115

営業利益 128,278 336,984

営業外収益   

受取利息 2,307 13,155

受取配当金 1,273 1,564

貸倒引当金戻入額 － 16,302

為替差益 55,301 －

その他 5,986 8,600

営業外収益合計 64,869 39,623

営業外費用   

支払利息 21,039 24,917

売上割引 12,681 16,348

為替差損 － 42,064

持分法による投資損失 2,004 119,757

その他 3,042 6,072

営業外費用合計 38,768 209,160

経常利益 154,380 167,446

特別利益   

固定資産売却益 6,512 2,828

退職給付制度改定益 64,193 －

特別利益合計 70,705 2,828

特別損失   

固定資産売却損 － 82

特別損失合計 － 82

税金等調整前四半期純利益 225,086 170,191

法人税、住民税及び事業税 37,260 101,601

法人税等調整額 63,737 44,173

法人税等合計 100,997 145,775

少数株主損益調整前四半期純利益 124,088 24,416

四半期純利益 124,088 24,416



（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 124,088 24,416

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △1,672 △4,967

為替換算調整勘定 △31,233 △315,010

持分法適用会社に対する持分相当額 △1,377 14,307

その他の包括利益合計 △34,282 △305,670

四半期包括利益 89,805 △281,254

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 89,805 △281,254



  該当事項はありません。   

   

  該当事項はありません。   

   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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